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1. 「日本 に於 ける衣服 の流 れ」 をまとめる基礎的研

究であ る。鎌 倉鶴岡八幡宮 の装束につづい て，先 に熊 野

速玉 大社の縁 起と，ここの国宝 の 保゙ 号。の薄衣ど 呂

号。 の袴の形 態，色 相，染 織，縫い糸 につい ての調 査報

告 をしたが，今 回は縫い 方につい て報告する。

2.　 保゙号。の薄衣 ど 呂号，の袴は破損が甚だしい

ので縫い方 のすべては明らかでないが，当時のおもかげ

を残してい るところは出来るだけ正確に調査し，縫い方

順序や欠損の部分は，鶴岡八幡宮の装束の時 と同様に宮

内庁装束調進の高田義男氏，黒住陽太郎氏の御教示 を参

考にして，私 が遺品 のさまを/2大に復原し た時 のようナ

から推して縫い方順序並び に縫い方 を述べ る。

3. こ の神社 の 薄゙ 衣。（ うす ぎぬ）と呼ば れてい るも

のは 単衣が多い が， 保゙ 号， の薄衣 ば 桂， 様である。

縫い 代は四ッ縫い ・三ッ縫い を用い て，表地，裏 地の間

に 納め，袖にふりがある点は ，鎌倉時 代の製 作と推 定さ

れ る鎌 倉鶴岡八幡宮の 往゙，とは異なる。袴はねじ まち

と称ナる形態のもので，裏は引き返しである。笹嚢は耳

のまま用いられ，腰 板は左右不均衡で，紐の付け方など

も現代のねじまちの袴の手法 とは非常に異るが，製作当

時からこの ようであったか，今後の多 くの遺品調査によ

り明らかになる と思われ る。


